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論 文 内 容 の 要 旨
極めて軽い麻酔下で, 猪を用いて小脳外側核及び内側核, 下部脳幹網様体外側部並 びに錐体交叉部等
を, 持続 1 m sec の単一矩形波で刺激を行ない, 脊髄屈筋反射に及ぼす効果を認べた｡
通常, 小脳外側核単一刺激は, anterior tibial nerve の刺激で起こる屈筋単シナプス反射に対 して,
2群に分かれる促進作用をもたらす｡ 多くの場合, 初期促進群は潜時約 10 m sec で発現 して比較的短い
持続時間で経過し, 後期促進群は潜時 50-60 m secで現われ, その後ゆるやかに増減して 100m sec以上の
持続を示すo 小脳内側核単一刺激の屈筋単シナプス反射に対する効果も, 外側核刺激の場合とほぼ類似 し
た時間経過を示す 2 群の促進作用を及ぼすが, 一般に後期促進群の持続時間がやや短い｡ 小脳核単一刺激
でみ られるこれら2 群の促進作用のうち, 特に後期群の促進効果は, 動物の一般状態に強く依存し, 例え
ば適当量の麻酔剤投与によりその促進作用が抑制作用に変ずることが多い｡ 次いで, 小脳外側核及び内側
核単一刺激は, 皮膚神経の sural nerve を刺激して起こる屈筋多シナプス反射に対 して, 著 しい選択的
抑制作用を及ぼす｡ 通常, この抑制効果は, 条件刺激後 70-100 m sec で最大となり, その後ゆるやかに
減退 し 200 m sec 以上にわたって持続する｡ 一般に屈筋多シナプス反射に対する小脳核刺激の抑制効果
は, 内側核よりも外側核に於いて著 しい｡ 上述のような屈筋反射に対する小脳核単一刺激の効果を分析す
ると, 以下の如く考えられよう｡ 即ち, 小脳核刺激は屈筋運動神経細胞に対 して促進作用を与えていると
考えられる｡ 従って, 屈筋多シナプス反射に対する小脳核刺激の抑制作用は, 屈筋多シナプス反射径路に
おける介在神経細胞の活動が抑制されるために起こるものと推論される｡ この抑制機序については, 小脳
核刺激により介在神経細胞に対 して後シナプス性抑制を与えて起こる場合と, D 型神経細胞を介して前シ
ナプス性抑制を及ぼして起こる場合との二つの可能性が考えられるO
延髄網様体の主として外側部単一刺激の屈筋単シナプス反射に及ぼす効果は促進作用であり, 通常, 港




また錐体交叉部単一刺激は, 屈筋単シナプス反射に対 して単純な時間経過の促進作用を及ぼすが, 屈筋
多シナプス反射に関しては著 しい変化を認め難いO




認められた. しかるに屈筋多シナプス反射に対 しては, いちじるしい抑制作用を示し, その抑制効果の全




れた. また, 網様体外側部刺激は屈筋多シナプス反射に対 して著明ではないがある程度 の抑制作用 を有
し, 錐体交叉部の刺激はほとんど抑制作用を有 しないことが明らかにされた｡
以上のどとく, 本論文は脊髄反射に対する中枢性支配機構の一端を明らかにしたものであり, 医学こと
に神経生理学に対する貢献大と認められる｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文't して価値あるものと認定する.
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